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通常議員総会開催
～平成25年度 事業報告・収支決算承認～

第11回
遊休機械無償マッチング

支援プロジェクト出発式開催
平成26年５月19日㈪　刈谷商工会議所正面玄関に
て第11回目となる『遊休機械無償マッチング支援プ
ロジェクト出発式』が開催されました。※詳しくは
９ページをご覧ください。
　刈谷商工会議所では、今後も、東日本大震災に
よる津波などで機械等を流失・損壊した事業者の
復興支援を図るため、全国各地の事業者から遊休
機械等を無償で提供いただき、被災事業者の要望
とのマッチングを行う「遊休機械無償マッチング支
援プロジェクト」を実施して参ります。現在、使用
せずに眠っている機械等、入れ替えで不要になる
機械等を被災地の事業所の支援に無償でご提供く
ださい。※詳しくは別紙チラシをご覧ください。



　平成25年度の我が国経済は、「大胆な金融政策」、「機動的な財政政策」、「民
間投資を喚起する成長戦略」の『三本の矢』による一体的な取り組みの政策効
果から、家計や企業のマインドが改善され、消費等の内需を中心として景気回
復の動きが広がった。
　また、企業収益の増加から設備投資が持ち直しつつあり、雇用・所得環境が
改善していく下で、景気回復の動きが確かなものとなることが見込まれている。
　今後、消費税率引上げに伴う駆け込み需要の反動減には留意が必要である
が、年度を通してみれば、前年度に続き堅調な内需に支えられた景気回復が見
込まれ、好循環が徐々に実現していくと考えられるが、先行きのリスクとして
は、金融資本市場の動向、アジアの新興国等の経済動向、電力供給の制約等に
留意する必要があると考えられる。
　平成25年度は、刈谷商工会議所にとって、創立60周年の大きな節目に続き
役員・議員改選の年であり、新体制への確実なバトンタッチの時機でもありま
した。平成25年度の事業計画の推進に際しては、周年を契機として新たに取
り組み始めた『刈谷モノづくり大学』、『かりや商人大学』、『安心・安全ネット
ワーク』等の維持定着を始めとして、東日本大震災復興支援の『遊休機械無償
マッチング支援プロジエクト』で、日本一の貢献度の実績を残す等、積極的な
事業展開を図って参りました。
　そして、行政機関等への積極的な提言・要望活動では、例年、日本商工会議
所を通じて要望している税制改正への織り込み、県内商工会議所との連合によ
るインフラ整備を中心とした要望提出、中でも、前年度から行政と連携して行
なっている技能五輪全国大会の会場誘致では、刈谷市が２会場となる成果を収
めることができました。
　更には、刈谷市が進める刈谷城築城480年記念事業やＰＲ活動にも協賛し、
『歴史のまち　刈谷』の魅力創出に努めて参りました。
　これからも、会議所を取り巻く関係各位との連携を密にして、常に進化し続
ける会議所でありたいと願って行動して参る所存でございますが、とりわけ、
平成26年度は太田会頭２期目のスタートに当たり、会員企業と密接な関係を
保つことはもとより、地域の多様な担い手と連携し力強く進んでいかなければ
ならないと考えておりますので、皆様方の一層のご理解・ご支援をお願い申し
上げます。
　以下、平成25年度重点事業の結果を下記の通りご報告致しますが、その成
果と反省は、先に決定致しました、平成26年度事業計画に反映しております。

１．中小企業・小規模事業者への経営支援
　前年度、創立60周年を契機に試行的に始めた『刈谷モノづくり大学』は、
結果的には、前年度途中で予算消化するほど大好評で、次年度受講を待つ企業
が多く発生した。
　平成25年度以降は、この『刈谷モノづくり大学』の拡充を図り、国内モノ
づくり力の支援の強化につなげてきた。
※６年目を迎えＱＣ指導を中心とした『中小企業新開発マネジメント事業』は
前年上期終了

　また、中小企業相談所の巡回指導・窓口相談は、地道な活動ではあるが、着
実に目標水準を上回り推移している。
　更に、就職採用活動は昨年とほぼ度水準の採用内定率、ビジネスマッチング
活動も昨年より若干下がったものの６割強の商談確定の実績を残すことができ
ました。

＜重点実施事項＞
⑴国内モノづくり力の更なる向上
①『刈谷モノづくり大学』（前年度試行）による支援の本格化
※『刈谷モノづくり大学』とは、支援対象を工業系にこだわらず新たな付
加価値を生み出す業種全般に拡大し、より直接的効果が期待できる方
式、より専門的指導ができる体制等を考慮して開設。
具体的には、対象企業の求めに応じて、経験豊かな専門家が現地現物で
事業所を診断〜課題抽出（解決方策の指導は個別契約）するもの。
　§平成24年度：安全衛生、販路開拓、新規事業、労務相談の４講座
　§平成25年度：上記に、生産管理、危機管理（ＢＣＰ策定支援）の２

講座を追加充実

（年間延べ件数）
　§平成24年度：個別指導　 75件　　　講習会　　30件
　§平成25年度：個別指導　127件　　　講習会　　49件

　②新たな事業展開に向けたイノベーション支援の拡充
　基盤技術の応用や新技術の活用による新製品の製品化を促す為、中小企
業相談所の集団指導（講習会等）の開催や、モノづくり大学での個別アド
バイス、更には、地域商談会でのマッチングを図ってきた。
　又、関係団体との連携による新たな事業展開を図る事業所の紹介を実施
し、講演を通じて地元の中小企業のやる気を喚起

例：㈱ツルタ製作所　鶴田昌宏氏　
　　　愛知県技術開発交流センターにて講演
　　　　　『中小企業における新事業展開の先進事例』
　　　日本品質管理学会にて講演
　　　　　『時代のトレンドをつかむ、アイデアと企画力で勝ち残る』

⑵経営の安定・革新に向けた取り組み
①平成25年度の巡回指導・窓口相談は、消費税転嫁対策を中心に展開
・前年度より、講師の先生や税理士の先生方のお力を借りながら、セミ
ナー・講習会・個別指導など、法令の解釈から始まり転嫁対策・経営支
援に至る、幅広い分野で実施
今後は、しっかり、転嫁できているか等の転嫁フォローや、体質強化に
向けた経営支援の活動を中心に実施予定

・更に、中小企業・小規模事業の経営者の方々を対象として、福利厚生面
での重要性を理解・向上して頂けるよう、アイリス共済の普及拡大・健
診受診の増大を図った
（平成25年度　巡回・窓口相談事業）
▼指導件数：巡回指導　2,569件　　窓口指導　695件
▼事務量割合：
　巡回・窓口相談指導及び記帳継続指導　27.04％　（基準25％超）
　経営改善普及事業　　　　　　　　　　69.64％　（基準50％超）

②経営安定に資する金融制度のあっ旋と、税務・記帳指導・専門指導の充実
・マル経資金、商工業振興資金、設備資金貸付制度融資などの円滑な利用
・東海税理士会刈谷支部所属税理士の協力による個別指導会や、税務関係
団体の協力による記帳継続（機械化）指導

③会員企業の採用活動と就職活動に対する支援
・西三河地域の商工会議所や雇用対策協議会などとの合同で、平成26年
２月に、岡崎中央総合公園体育館で、『合同企業説明会』を開催、加え

総 括 的 概 要

－2－



て、平成25年10月に『理工系大学教授との情報交換会』を開催
・平成18年より実施している高知県高等学校と当初会員企業との採用事
業は、平成25年度の成果が、３社に２校で４名の採用内定と前年とほ
ぼ同水準の傾向

④会員企業のビジネス・マッチング支援
・愛知県内商工会議所が主催の『アライアンス・パートナー発掘市
２０１３』開催
刈谷は11事業所がエントリーし、商談確定事業所数は７事業所と６割
超の確定割合

・あいち産業振興機構主催の『平成25年度　地域商談会』開催
⑤起業・創業・第二創業を支援する活動
・個別の創業相談と刈谷市と連携したセミナー開催　
　平成25年度創業支援セミナー：平成26年２月　高浜市中央公民館

⑥危機管理対策の充実
・『ＢＣＰセミナー』開催：事業継続計画（ＢＣＰ）作成の指導会を開催
・労働関係法令改正への対応として、就業規則改正等の個別相談会開催
（労働契約法改正等）

⑶海外ビジネス展開サポートの充実
　①海外買付けビジネス円滑化支援の為の現地視察・アドバイス

・世界最大の日用品卸売り市場「中国　義烏」の現地視察
※東海日中貿易センター同行による現地商談研修も併せて実施

　②海外進出時の関係支援機関によるセミナー・個別相談
・海外出張での現場で成果を生み出す仕事術
・中国常州高新区への進出セミナー・中国自動車産業講演会を開催

　③部会での海外研修視察会を通じた関係機関との連携強化

２．地域社会活性化への取り組み
　『刈谷モノづくり大学』と同様、創立60周年を契機に始めた『かりや商人大
学』は、中心市街地の賑わい創出をねらいに、講師にあきんどを呼び、講義を
聴いてファンを増やし、再来店を促すしくみだが、前年の試行期間についで、
内容・回数共に充実を図り、広く市民の皆様から好評の結果を得る事ができた。
また、『一店逸品運動』は、年々、進化し続ける中で、今年度は、特に、参加
者の皆さんのお店の逸品をＰＲする活動にも力を入れてきた。
　「刈谷一店逸品運動」のインターネットでの検索も、依然、上位を維持している。
　『農商工連携事業』は、坊ちゃんかぼちゃ商品の開発・商品化・手土産化を
粘り強く推進、一部、試験販売を実施した。
　『安心・安全ネットワーク事業』は、行政・警察・地域との連携を深める
事業として、今年度も積極的に事業を展開、愛知県が交通事故死ワースト１
（11年連続）ということから、交通安全に関する啓蒙活動を中心に、防災も含
めて活動を展開してきた。
　今年度、新たに取り組み始めた事業として『刈谷式ＣＳＲ』があるが、これ
は、東日本大震災で醸成された社会貢献の想いを、地元の社会奉仕にも生か
し、且つ、その行為を行った事業所の価値を高めていこうというものである。
初年度となった平成25年度は、多くの浄財が寄せられ、マスコミ等で紹介さ
れました。

＜重点実施事項＞
⑴個店のスキルアップと集客力向上
①『かりや商人（あきんど）大学』（前年度試行）制度の拡充
※『かりや商人大学』とは、飲食・物販店による市民向けセミナーで、お

店とお客の垣根を越えて商品への意見集約・お店への集客力向上につな
げるしくみ
飲食コースは、日本料理の様々なシリーズを毎月実習形式で学ぶ方式、
物販コースは、月々の季節の行事に合わせたテーマで実習形式で学ぶ方
式、共に、毎回、定員を上回る申込みで大変な盛況ぶりで賑わいづくり
に大きく貢献
§平成24年度：物販コース（10回）　飲食コース（10回）
§平成25年度：物販コース（15回）　飲食コース（10回）

物販コースは、前年に比べ、開催回数を５回増加、飲食
コースは、日本料理のみから、イタリアン料理講座を追
加して実施

（年間参加延べ人員）
§平成24年度：物販コース　　定員　150人（申込み　207人）

飲食コース　　定員　 32人（申込み　 58人）
§平成25年度：物販コース　　定員　225人（申込み　394人）

飲食コース　　定員　 34人（申込み　 54人）
②お勧め商品を開発・発掘して価値ある商品・サービスを提供する『一店逸
品運動』
　平成19年に始まり、７年目を迎えたこの事業は、毎月の研修会と講習
会・視察を行う中で逸品を開発・発掘、その成果を刈谷産業まつり（11
月）でお披露目につなげる活動を展開
　平成23年度からの市内全戸配布用のダイジェスト版も継続し加えて
クーポン付きとした、特に、平成25年度は、刈谷一店逸品運動の参加店
舗の逸品のＰＲ活動にも力を入れ、刈谷ホームニュースを通じて碧海５市
に全面カラー広告（９月）、オリジナルののぼり作成、マグネットシート
作成等の活動を行ってきた。

　③『刈谷式ＣＳＲ』実践による地域との連携強化
※『刈谷式ＣＳＲ』とは、地域に根ざした企業が、地域の為のＣＳＲ活動
を通じて、企業自身の価値を高め売上を伸ばす活動で、いわゆる、事業
活動の中に社会貢献活動を取り込み、売上の向上と地域との連携強化の
両立を図るもの
平成25年度は、10件程度の社会貢献活動の実績が確認・紹介され、遊
休機械無償マッチング支援プロジエクト分（４件）を加えると、14件
の事業がマスコミを通じて紹介され、寄贈事業所の売上も向上、集客も
向上したという感想が寄せられた。

⑵安心快適で賑わいのあるまちづくり
　①『安心・安全ネットワーク事業』の構築

刈谷市の掲げる「人が輝く、安心快適な産業文化都市の実現」に向けた協
力事業として、会議所会員が警察と商店街・飲食店組合等の組合と連携
し、周年事業の一環として推進
（主な活動内容）
〜平成23年度〜	 〜平成24年度〜
ⅰ）１１０番タクシー事業、	 ⅰ）川柳コンテスト、
ⅱ）飲酒運転根絶ステッカー事業	 ⅱ）パテライト普及啓発事業

ⅲ）飲酒運転根絶宣言の店事業、
ⅳ）街頭犯罪監視パトロール隊結成
　　　　　　（会員企業・新聞配達）
ⅴ）街頭犯罪特別警戒看板製作、
ⅵ）振り込め詐欺対策グッズ配布　など

〜平成25年度〜	
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ⅰ）飲酒運転根絶ステッカー作成・配布（１万枚、75事業所・関係団体
との連携）

ⅱ）交通安全啓発クリアファイル作成（１万４千枚）
⇒　女性会・青年部が、市内全小・中学生に寄贈

ⅲ）刈谷わんさか祭りでの、災害時・緊急時に活躍する車両の紹介
ⅳ）刈谷産業まつりでの、地震対策を呼びかける啓発グッズ配布

（トイレットペーパー　2000個）
②刈谷市制60周年記念の『農商工連携事業』（坊ちゃんかぼちゃ地域資源認
定Ｈ22．11）
平成22年に始まり、４年目を迎えたこの事業は、種や苗の無料配布を継
続する一方、坊ちゃんかぼちゃを使った商品開発の支援や、情報発信の強
化に努めてきました。
・坊ちゃんかぼちゃを活用した商品の役員会でのＰＲ（11月）
・刈谷ハイウエイオアシスでの販売による全国発信の試み（H26. ４月）
・ＮＨＫテレビの料理番組を通じて、坊ちゃんかぼちゃ料理の紹介（10月）

③『ご当地グルメ』開発事業の推進
愛知県食品衛生協会衣浦東部支部との共催による、「どて煮」を活用した
ご当地グルメを検討
平成23年には市民コンテスト実施、平成24年にはプロ（８事業所）によ
る創作料理を刈谷産業まつりで試験販売
平成25年度は、刈谷わんさか祭りで、当地域の郷土料理である「どて煮
（刈谷めし）」のＰＲ活動を実施
④小売商業と商店街の活性化を狙った「かりや商業まつり」の開催
　前年に比べ参加店舗は、34店舗下回る164店舗が参加して刈谷市内全
域で実施、平成25年度は『かりや商業まつり限定商品券』と、豪華電化
製品が当るしくみ
（参加店舗のアンケート結果）

　　・限定商品券は？　　　　　　　　　　「大変良い・良い」が、62％
⑤行政・地域住民・商店街との連携による『中心市街地活性化委員会』を開
催
・技能五輪全国大会の刈谷会場開催に伴う行政施策への参画
・刈谷駅活性化アンケート結果の確認・中心市街地活性化事業の推進状
況・銀座地区まちづくり等の取組み状況について確認

３．刈谷商工会議所の経営基盤の強化
　会員数は、依然、退会数が入会数を上回る傾向が継続する中で、円高是正等
による景気の改善を背景とした廃業・倒産の減少により、会員数減少傾向も最
近の５年間では、最も緩やかとなってきました。
　刈谷商工会議所の最大の収益事業である生命共済の手数料収入も、会員数減
少と比例して減少傾向となる中で、歯止めをかけるべくサマーキャンペーンを
実施し、対前年増となった。
　叉、健康診断受診機会の増による事業所健診者の対前年増、会館リニューア
ル効果による利用件数の増加、簿記検定試験等のＰＲ活動による検定試験受験
者の底上げを図ることができました。
　今後、一層のサービス向上を図り会議所の財政基盤の確保につながるよう努
力して参ります。

＜重点実施事項＞
⑴組織基盤の強化の為の会員増強
　①窓口相談・巡回指導時での未加入者への直接的勧誘活動
　②会議所役員・議員及び共済推進員の紹介・情報に基く新規会員の獲得

　　【市内全域にわたり、会員・非会員問わず「さわやか訪問活動」実施】
③会議所の認知度向上に向けた市民向け事業の拡大⇒将来の会員に繋げる為
の種まき

　　【例：安心・安全ネットワーク、社会貢献活動、商人大学等の事業展開】

⑵財政基盤の強化の為の保険収益・健診・会館貸出し事業等の普及・拡大
①保険収益事業は、共済推進員（アクサ生命）と会議所職員との連携による
サマーキャンペーンを実施し、アイリス共済は事業所数・口数共に対前年
増となり、叉、新規保険商品の拡大（業務災害補償プラン・集団自動車保
険）による収益確保も図った。

②定期健康診断・健康相談事業は、健診機会の増（年６回⇒７回）、会報等
による健診の呼びかけ効果もあり、Ｂ型健診（安衛法に基く健診）を中心
に対前年で増加が図れた。
今後、がん検診の受診者が少ない刈谷市の特性を踏まえた血液検査等の健
診メニュー充実、簡易健康測定器の会議所設置等、中小企業・小規模事業
者の健康意識高揚に貢献できる活動を拡大して参ります。

③会館貸出し事業は、会館の補修・改装による効果もあり、対前年度で若干
向上

④検定試験事業は、日商の簿記検定を中心に増加を図ることができました。

⑶運営基盤の強化の為の制度・運営改革
①青年部・女性会・各部会とのより一体感のある活動展開
　【青年部・女性会の特定例会への会頭参画機会増大】
②前年度一新した「会議所ホームページ」、前年度新設の『賀詞交換会』の
充実

③中小・小規模企業活性化の為の方策を評価する『中小企業活性化委員会』
を、年２回開催、委員の皆様より助言・提言を頂き、より効果的な事業展
開に反映

④職員の就業規則の全面改訂を、最新の法令改正・労働環境情勢変化を織り
込み実施し、トラブルの未然防止はもとより、より職員の安心感・やる気
向上・働き甲斐のある職場形成の為のルールブックとなるよう配慮

⑤報道機関等との連携強化による会議所事業・事業所活動（含、社会貢献）
のタイムリーな掲載・告知

４．行政機関等への積極的な政策提言・要望
　税制改正につきましては、今年度も商工会議所が政府に対して申し入れた内
容が、かなり織り込まれ施行する運びとなっております。
　国や県などの自治体に対しては、道路網整備を中心としたインフラ整備や中
小企業対策など、それぞれの行政機関のトップや当局に対して、定例の意見交
換の場などを通して申し入れを行なって参りました。
　特に、平成25年度は愛知県に対する要望・提言の場の充実を図る為、『碧海
経済サミット』の開催、交通インフラ整備として公共交通機関の充実を図る
為、名古屋鉄道に対し三河線の利便性向上等の申し入れを、夫々、数年ぶりに
碧海の市町の首長・商工会議所会頭・商工会会長が一堂に会し行なって参りま
した。

＜重点実施事項＞
⑴国（政府）に対する中小企業対策・税制改正等の提言・要望
①国政に対して、平成25年７月　『平成26年度　中小企業関係施策に関する意
見・要望』を日本商工会議所にて取りまとめ、政府・関係方面に提出
②国政に対して、平成25年７月　『平成26年度　税制改正に関する意見』を
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日本商工会議所にて取りまとめ、政府・関係方面に提出
③国政に対して、平成25年７月　『平成26年度　東日本大震災復興関係施策
に関する意見』を日本商工会議所にて取りまとめ、政府・関係方面に提出

⑵国・県政に対する景気対策・中小企業振興・交通インフラ整備等の要望
①国の出先機関・愛知県に対して、平成25年11月『西三河の幹線道路網整
備の促進に関する要望』を、「西三河交流圏推進協議会」として提出
我が国産業を牽引する西三河地域の国際競争力強化の為の一層の道路網整
備促進を要請。
特に、当地域は、国道419号線、名古屋岡崎線、豊田刈谷線等の整備促進
を要望⇒毎年、進捗が見られる中で、早期計画への織り込みと工事の促進
を重ねて要請
その中で、平成25年度は、今後の事業化検討の要望として、刈谷市内の
渋滞解消に向けて、新たな『西三河知多アクセス道路』の提案をさせて頂
きました。

②愛知県知事に対して、平成25年９月『愛知県に対する要望』を「碧海経
済サミット」ととして、碧海５市の商工会議所の正副会頭・商工会の正副
会長が合同で、来賓に大村知事を始め各市町の首長を招き数年ぶりに開催
しました。
モノづくりから街づくり・インフラ整備等多岐に渡るテーマで、且つ、当
地域に集中した要望・提言について意見交換をさせて頂き、大変、有意義
な場と再認識致しました。
元出身の県知事との要望会・懇談会ということで、会そのものも盛り上が
り、知事の配慮で、要望に対する当局からの説明会も、後日、開催して頂
きました。

③同じく、愛知県知事に対して、平成25年11月　『愛知県に対する要望』を
「愛知県商工会議所連合会会頭会議」として、インフラ整備、経済対策、
及び中小・小規模企業に対する支援等を要望
平成25年度は、西三河ブロックを代表して碧南の平岩会頭が代表して発
言、大村知事からは、全体を通じての対応に対する基本的な考え方や、最
近の動向に等についての説明を頂き、叉、県当局からは対応に関する補足
説明を頂きました。

⑶市に対する地域社会活性化の要望
①刈谷市に対して、市長や当局幹部との諸会議・各委員会等、様々な局面で
提言・要望
例年、一店逸品運動への取り組みや、刈谷モノづくり大学、かりや商人大
学への援助、その他相談所事業に関し、多大な支援を受けている

⑷名古屋鉄道への三河線利便性向上の要望
　従前は、『名鉄三河線複線化期成同盟会』として、毎年、名古屋鉄道当局
への申し入れを実施してきたが、最近の環境変化（リニア・少子高齢化・道
路事情等）を踏まえ、平成25年度は、直近及び将来の状況認識に基く今後
の対処方法について、名古屋鉄道トップとの意見交換を実施
　三河線沿線（碧海４市）の市町の首長・商工会議所会頭・商工会会長が名
鉄本社を訪問、ラッシュ時の増便やＪＲとの乗換の利便性、駅ビル内の商業
施設設置など幅広い分野での要望をして参りましたが、回答内容は非常に厳
しいものでありました。
　今後、要望の頻度や進め方の見直しを含め、関係行政と連携を密にして、
粘り強い活動をしていく予定であります。

５．東日本大震災被災地の復旧・復興支援

　平成25年度は被災地復興の本格化に対応する為、現地が１日でも早く生
産・サービス活動を開始できるように、最も効率的で現地に直結した活動とし
て、日本商工会議所主催の『遊休機械無償マッチング支援プロジエクト』に、
継続的且つ重点的に取り組むと共に、昨年度に続いて、商店街・青年部・女性
会他の各団体からのご寄付・募金活動を通じて、被災地商工会議所へ軽自動車
を寄贈することができました。
　この刈谷商工会議所の復興支援活動は、他の地域の支援活動に比べ、継続的
な取り組みとして現地のみならず全国的にも高く評価されるようになり、東北
地方の人達との絆を深め、友好関係が一層高まる一方で、刈谷の知名度向上に
も大きく貢献した年でもありました。

＜重点実施事項＞
⑴『遊休機械無償マッチング支援プロジエクト』活動の継続
　平成26年３月の日本商工会議所通常議員総会で、活動開始以来、２回目
の中間報告がなされ、刈谷商工会議所は、全国514商工会議所の中で、全国
第１位の貢献度として評価されました。
会員各位の絶大なご協力に厚く御礼申し上げます。

①刈谷商工会議所　　　無償提供事業所	 109社
②名古屋商工会議所	 42社
③旭川商工会議所	 21社

　なお、刈谷商工会議所としては、設備を提供頂いた協力事業所に対し、感
謝の意味を込めると共に、震災復興支援の意識が風化しないよう、今年度よ
り、石巻特産の雄勝石で製作した『絆プレート』寄贈（対象事業所は、昨年
度に遡り提供して頂いた事業所全てに寄贈）

⑵各部会・関係団体との連携による被災地会議所への寄贈
①石巻商工会議所への軽自動車寄贈募金活動【総額　1,840,696円】
・女性会（イベントでの売上代金）からの寄付
・刈谷商業まつり・カリアンナイト参加店の協力
・会議所窓口・各事業での募金活動など

②オイスカの『海岸林再生プロジエクト10ヵ年計画』に賛同、植林活動と
寄付実施

③被災者の『心のケア』に役立つ施策の推進
・石巻商店街事業として、被災者に『坊ちゃんかぼちゃの種（200粒）』
提供

⑶物販・観光面での応援継続と被災地会議所等との交流拡大
①市内イベントでの石巻・福島を中心とした被災地商品の特売会開催の継続
・石巻応援フェア開催（わんさか祭り・産業まつり）

②各部会での被災地視察を通じた交流の継続・拡大
・工業第一部会が、現地視察及び仙台・石巻商工会議所・石巻市との交流
実施

・商業部会（第一・二部会合同）が、被災地植林活動と仙台七夕祭り等の
視察実施

・石巻商工会議所会頭・仙台商工会議所専務理事がトヨタ系企業を訪問
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　一 般 会 計
収入の部 （単位：円）

科　　目 決 算 額 備　　考
会 費 63,948,500
事 業 収 入 21,773,785 検定料ほか
市 助 成 金 12,750,000
事 務 受 託 料 2,841,256 各種団体より
繰 入 金 23,068,972 共催・事務組合会計より
雑 収 入 9,650,901
繰 越 金 7,344,910 平成24年度より

合 　　計 141,378,324

支出の部
科　　目 決 算 額 備　　考

事 業 費 70,175,063
給 与 費 22,215,470
福 利 厚 生 費 4,804,108
旅 費 交 通 費 1,587,960
事 務 費 14,642,964
会 議 費 2,905,370
渉 外 費 602,560
公 課 分 担 金 2,679,500 法人県市民税ほか
福 利 環 境 整 備 費 1,471,680
雑 費 1,706,633
財政調整基金繰出金 5,000,000
受 託 料 返 還 299,643
繰 越 金 13,287,373 平成26年度へ

合　　　計 141,378,324

　相談所　特別会計　
収入の部 （単位：円）

科　　目 決 算 額 備　　考
国 県 補 助 金 31,152,373
市 助 成 金 13,210,000
繰 入 金 11,000,000 一般会計より
事 業 収 入 2,283,859 記帳継続指導料などの受講料ほか
雑 収 入 0
繰 越 金 4,932,168 平成24年度より

合　　　計 62,578,400

支出の部
科　　目 決 算 額 備　　考

事 業 費 12,984,374
給 与 費 31,771,662
主席・主任設置費 360,000
福 利 厚 生 費 4,844,620
旅 費 284,060
事 務 費 2,695,648
会 議 費 97,170
福 利 環 境 整 備 費 2,000,000
雑 費 192,964
受 託 料 返 還 1,929,535
繰 越 金 5,418,367 平成26年度へ

合　　　計 62,578,400

　特定商工業者　特別会計
収入の部 （単位：円）

科　　目 決 算 額 備　　考
負 担 金 2,568,000
雑 収 入 0
繰 越 金 1,359,234 平成24年度より

合　　　計 3,927,234

支出の部
科　　目 決 算 額 備　　考

事 業 費 289,760
給 与 費 1,751,048
福 利 厚 生 費 226,387
事 務 局 費 313,996
雑 費 4,914
繰 越 金 1,341,129 平成26年度へ

合　　　計 3,927,234

　共済制度　特別会計
収入の部 （単位：円）

科　　目  決 算 額 備　　考
手 数 料 収 入 38,152,048
特 定 退 職 金 共 済 224,347,113
雑 収 入 827,474
繰 越 金 6,178,522 平成23年度より

合 　　計 269,505,157

支出の部
科　　目  決 算 額 備　　考

事 業 推 進 費 7,044,480 加入還元事業費ほか
給 与 費 14,841,062
福 利 厚 生 費 2,307,680
事 務 費 1,655,244
特 定 退 職 金 共 済 218,752,848
繰 出 金 20,000,000
雑 費 355,785
繰 越 金 4,548,058 平成26年度へ

合 　　計 269,505,157

　会館管理　特別会計
収入の部 （単位：円）

 科　　目  決 算 額 備　　考
貸 室 料 10,329,503
会 議 室 使 用 料 5,591,440
事 務 所 費 9,720,000 一般，相談所，特商，

共済各会計より繰入
雑 収 入 230,277
繰 越 金 3,608,341 平成24年度より

合 　　計 29,479,561

支出の部
科　　目 決 算 額 備　　考

給 与 費 1,568,933
福 利 厚 生 費 180,036
管 理 費 19,090,746 電気料，機械保守料，

営繕費など
補 修 準 備 金 4,000,000
雑 費 185,236
繰 越 金 4,454,610 平成26年度へ

合 　　計 29,479,561

　事務組合　特別会計
収入の部 （単位：円）

科　　目 決 算 額 備　　考
事 業 収 入 3,107,872
雑 収 入 0
労 働 保 険 料 35,345,298

合 　　計 38,453,170

支出の部
　 科　　目 決 算 額 備　　考

事 務 費 362,280
労 働 保 険 料 35,345,298
繰 出 金 2,745,592 一般会計へ

合 　　計 38,453,170

平成25年度　収支決算
５月30日開催の通常議員総会で承認された経常収支６会計の収支決算は、次の通りです。
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　各部会の定期総会では、平成25年度事業報告・収支決算の報告がなされ、満場一致で可決承認された。
　また、部会活動は商工会議所活動の重要な柱であり、会員企業の繁栄と会議所活動をより充実したものに
するためにも、魅力的で活発な事業展開が望まれており、平成26年度の事業計画（案）並びに収支予算（案）
について慎重に審議され、満場一致で可決承認された。
　日頃の部会活動や会員交流事業を通して、ますます未来への可能性を感じる様々な事業計画など、すべて
の議案は原案通り可決承認された。

部会名 工業第一部会 工業第二部会 商業第一･二部会 サービス第一部会 サービス第二部会
4月

5月
・定期総会（7日）
・部会内親睦
　ソフトボール大会

・役員会（8日）
・定期総会（8日）
・部会内親睦
　ソフトボール大会

・定期総会（9日） ・役員会（21日）
・定期総会（21日）

・定期総会（9日）
・会員懇談会（9日）

6月

・54回部会親善
　ソフトボール大会
・一店逸品運動
　（～３月まで）
・刈谷工業高校との絆を
深める事業

・54回部会親善
　ソフトボール大会
・一店逸品運動
　（～３月まで）

・54回部会親善
　ソフトボール大会
・一店逸品運動
　（～３月まで）

・54回部会親善
　ソフトボール大会
・一店逸品運動
　（～３月まで）

・54回部会親善
　ソフトボール大会
・一店逸品運動
　（～３月まで）

7月 ・役員会 ・役員会 ・視察研修会(8～9日)
　あべのハルカス

・役員会

8月

9月

10月

11月
・南宮大社参拝と施設見学
（8日）
・優良企業
　視察研修会（13日～15日）

・研修視察（６日～７日） ・研修視察 ・研修視察
　台湾（17日～19日）

12月 ・山の神大祭（5日） ・かりや商業まつり ・かりや商業まつり

1月 ・不動産分科会初詣

2月 ・役員会 ・役員会 ・役員会
・視察研修会 ・役員会 ・役員会

3月 ・部会長会議 ・部会長会議 ・部会長会議 ・部会長会議 ・部会長会議

平成26年度　部会別事業計画

各部会的総会にて「事業計画および収支予算」承認される部会の動き部会の動き部会の動き

◆合気道　◆自成道空手
◆ブラジリアン柔術　◆総合格闘技
◆子供空手教室
◆実戦護身術　功朗法
◆キックボクシング基礎コース
●月～金  PM5：00～10：00
●土  PM4：00～ 9：00
●日（午前）合気道　（午後）護身術

広小路 6-84-10（旧朝銀ビル 2F）
（刈谷市駅 徒歩 4 分）

Tel(0566)21-2136お問い合せ

労働保険・社会保険の書類作成
給料計算、就業規則の作成
人事・労務に関する相談
事業主、一人親方等の労災加入
紛争解決手続代理業務
特定社会保険労務士

吉浦経営労務事務所
労働保険事務組合

愛和経営労務協会
〒 448-0813　刈谷市小垣江町中伊勢山 10-1
☎（0566）２４ ̶ １４８３（代）
http://www.yoshiura-krj.com/index.html

手続・相談
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会社を守る
就業規則の作成
簡単・納得
賃金制度の作成

労働の法律
無料相談会
           実施中！
第 2・４土曜日
          AM9:30～12:00社会保険労務士　岩月剛史

お問合せは
つばさ人事労務
〒444-1336
高浜市呉竹町6-2-26
タウンハイツ柴林103号

0566-52-1002
「つばさ人事労務」で
ネット検索してください

工業第一部会親睦ソフトボール大会開催

工業第二部会親睦ソフトボール大会開催

アイシン精機（株）優勝！！

（株）近藤組優勝！！

　工業第一部会では、毎年恒例の親睦ソフトボール
大会を双葉グランド（刈谷市半城土町）において、
５月13日㈫、15日㈭、16日㈮の３日間にわたり実
施しました。
　成績は右のトーナメント表の通りです。

　工業第二部会では、毎年恒例の親睦ソフトボール
大会を双葉グランド（半城土中町）において、５月
17日土に実施しました。
　成績はトーナメント表の通りです。

㈱
東
陽

エ
ー
ス
産
業
㈱

優　勝：アイシン精機㈱
準優勝：日本超硬㈱
第３位：エース産業㈱
敢闘賞：㈱東陽

３位決定戦
10 28

16日
Ａ
②

①
東
海
部
品
工
業
㈱

②
フ
ォ
ー
ミ
ッ
ク
ス
㈱

③
ア
イ
シ
ン
精
機
㈱

④
ト
ヨ
タ
車
体
㈱

⑤
㈱
東
陽

⑥
デ
ン
ソ
ー
㈱

⑦
エ
ー
ス
産
業
㈱

⑧
㈱
豊
電
子
工
業

⑨
日
本
超
硬
㈱

⑩
三
陽
製
作
所

優　勝
準優勝

13

9

1

11

15 1518

3 10

40

5

0133

28
27

16 8

15日
A
②

16日
Ｂ
①

16日
Ａ
①

16日
Ｂ
②

15日
Ａ
①

15日
Ｂ
①

13日
Ａ
①

13日
Ｂ
①

15日
Ｂ
②

優　勝：㈱近藤組
準優勝：㈱伊藤工務店刈谷支店
第３位：㈱エスケイエム
敢闘賞：友澤木工㈱

友
澤
木
工
㈱

㈱
近
藤
組

㈱
エ
ス
ケ
イ
エ
ム

㈱
伊
藤
工
務
店

刈
谷
支
店

優勝

10 10 28 13

1 17

※抽選により
㈱伊藤工務店
刈谷支店の勝利

友
澤
木
工
㈱

㈱
エ
ス
ケ
イ
エ
ム

３位決定戦

5 13

今大会優勝したアイシン精機㈱チームの皆様

今大会優勝した㈱近藤組チームの皆様

なお、両部会とも上位３チームは６月９日㈪から開催される第54回部会親善ソフトボール大会に出場します。
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トラック４台・フォークリフト４台など
車両・機械・工具を被災地に提供！！

　平成26年５月19日㈪に遊休機械無
償マッチング支援プロジェクトの出発
式を行いました。このプロジェクトは、
東日本大震災による津波などで機械等
を流失・損壊した事業者の復興支援を
図るため、日本商工会議所・東北六県
商工会議所連合会が行っておりまして、
当商工会議所の会員事業所に提供機
械・工具を募集したところ、18事業所
様より52品が集まりました。提供品の中には、車イスや建設会社の地鎮祭で使用する
神具など幅広い業種の事業所に活用して頂ける物まで寄贈しました。
　今回で、第11回目の出発式となり、ご来賓として、日本商工会議所の理事・事務
局長　青山伸悦様、仙台商工会議所の専務理事　間庭洋様にもご出席頂きました。
　出発式では、東北六県商工会議所連合会より刈谷商工会議所に対しまして玉虫塗
（宮城県指定伝統的工芸品）で作られた『感謝の盾』を賜りました。
　どの機械・工具も事前にしっかりと点検・整備をして頂いておりますので、即戦

力として被災地で活躍しております。
今回の提供品は、宮城県（仙台・塩
釜）・岩手県（大船渡・釜石）・福島県
（南相馬）の被災企業に寄贈されまし
た。
　今後も刈谷市と東北地方を結ぶため
の息の長い事業として取り組んで参り
ますので、　ぜひご協力をお願い致し
ます。

　不動産仲介
土地、中古住宅、新築住宅etc
　地域に密着
みかわライフ
d（0566）25-3471

センチュリー21の加盟店は、すべて独立・自営です。 http://www.kakubun.com

総合建設業・不動産開発業


